
田 このたびは、 パトライ  ト製品をお買い上げいただき、 まことにありがとうご さいます。
●工事を伴う設置は必ず専門業者へ依頼してください。 ●使用前に本書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
●鮮しい使用方法については、 弊社ホームページ(http:/ www.patlite.co.1ip)より総合取':l第lilli明書M信号幻LR)をダウンロー ドして
ご覧ください。
●ご不明な点は、巻末に記裁されている技術・修理相談窓口へお問い合わせください。

開 ● 設 置 前 に 本 書 を よ く お 読 み の う え 、  正しく設置してください。 ●本書は必ずお客様にお渡しください。
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●感●・ショート ・破組を防く、ために次を守つてください。
配線や補修(ヒューズの交換を含む)をおこなう際は、 必ず非通電状態にしてください。
本製品を適正な状態で使用してください。 (ポディや各ユニツトなど、が破損した場合は交換してください)
●工事を伴う設置は必ず専門業者へ依頼してください。 感ll1・火1;1i・第下などが起こる恐れがあります。

●ブザーを至近距離で間かないでください。 耳を傷める恐れがあります。 (
●本製品の防鹿・防水性能を保つために、必ずへツドカパー、LEDユニツ ト. 点灯/点減・ブザ一仕様)ザーユニツトを確実に取り付けた状態で使用してください。
●0リング・  防水パッキンを外した状態で使用しないでください。 防水性能が低下し、 故障する恐れがあります。
●点二演用共通線(「lli] ・ 0 2 )、電源線以外の線(信号線・共通線)(M2)には電圧印加しないでください。故障します。
●本製品を取り付けた機器の梱包や包装を外す際に、 製品に引つ掛けないように注意してください。 製品が破損する恐れがあります。

お願い ●本製品を安全重視の保安のためにご使用になる場合は、 次を守つてください。
日常点検を必ず実施してください。 ・万一の故障に備え、他の機器とのf并用をおこなってくださし

●本製品を取り扱う際は、静電破壊防止のため、体に帯電している静重気を放重させてから作業をおこなってください。
(他の、 アースされている金属部分を素手で触れると、 静電気を放電させることができます)
●製品本体に付着した汚れは、フ」,1を含ませた柔らかい布などで拭き取つてください。
(シンナー・ベンジン・ガソリン・油などで技かないでください)
●本製品の部品などの取扱いについては、 次を守つてください。
取外し可能箇所以外の分解はしないでください。 ・本製品を改造しないでください。
捕修パーツは、必ず、総合取扱説明書に記裁している指定部品を使用してください。
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型式 l l 段数 定格電圧 l取付け・配線仕様 l点減・ブザ一有無 ボディ色 LEDユニツ ト色 グローブ色

組立完成品

LRl  l - - RYGBC

ユニツト品(ボディユニツト) LR  -
LEDの色は、
R(赤)・Y(黄)・G(録)・B(青)・C(白)
があります。
(上段から1Eに、左請めで表示)
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[WJ]直取付け・ キャブタイヤケーブル
「j J l ポール取付/Lアングル ※3キャブタイヤケーブル

回ポール取付/円形ブラケッ 1114キャブタイヤケーブル

回ポール取付/可倒ブラケッ 111sキャプタイヤケープル
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●0 4 0  ●LED5段 ●DC24V  ●ポール取付/円形ブラケット ・キャブタイヤケーブル
●点灯/点減・ブザ一仕様 ●オフホワイト  ● ( 上 か ら ) 赤 ・ 黄 ・ 緑 ・ 青 ・ 白

特定の機種を例に各部の名称を説明しています。

■LR4-502WJNW ■LR6-5M2WJBW ■「l::ll ■[P J] ■「Q Jl ■LR5-02WTNW

ツ ト
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基本的な配線例を記裁しています。
特殊なご使用方法の場合において、 ご不明な点は配線前に巻末に記載されている
技術・修理相談窓口へお間い合わせください。
<注>点灯・点減を併用する場合は、点灯用・点減用それぞれに外部接点を用意する必要

があります。

定 構 電 圧  画DC1 2V  [02]DC24V -
函
外部接点

函
外部接点

「l:R4・5l-[W l]
「iRlil-[wlj1
フランジ付ナットe (M3)

3個

ll R4iia -[E1]
十穴付なべ小ねじ

M̃4x20)

i 3個

フランジ付ナットe (M4)
3個

「i:R6 ;7l-[WJ]
「i R 17l-[W lj]
フランジ付ナットe (M4)

3個

商
+穴付バインド小ねじ

(M5x25)

、 4個

フランジ付ナットe (M5)
4個

■本製品の線種・線径

「ll画の電源線(因・囲) - UL2464/AWG18
mi]の電源線(因・團)以外一UL2464/AWG24

「WT1 端子台コネクタ配列 「wil 端子台への配線方法
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レパーをllす。
(リード被がロックされた
ごとをnしてください)

- マイナスドライバは、 刃先幅2mm程度、
刃厚0.5mm以下のものを使用して<ださい。 (相当品でも可)

・レパーは必要以上に強く押さないでください。
破損する恐れがぁります。

・リード線のストリップ寸法は9̃10mmにしてください。

リード線を取り外す際は、引つ張つて取り外さないでください。

、 (必ずレパーを操作して口ツクを解除してください) 1

「Bl点灯/点減・ブザ一仕様の場合、ブザーのll1l嶋パターンおよび音量を設定することができます。
●大きな力で無理な操作はしないでくださし

●先端が観利なもので操作しないでくださし
恐れがあります。

mブザーユニツト底面視

ーラ「

■設定表

li'i台のレパーのai合わせて
マイナスドライパなどを当て、
ii・に構す。

破損や変形により故障の原因となります。
スイッチに傷が付いて操作できなくなったり、 接点部の接蝕に支l章をきたす

ブザー

音色
D IPスイッチ

lりluiパターン
1 2

N0.1

No.2

OFF

0N

理0FF
断続音(ピピピ)

連続音(ピー)
出0FF

No.3
OFF出0N

高低音(ピポピポ)

No. 4
0N理0N

スイープ音 (ヒューン)

DIPスイッチ
音量

3
OFF nn 通常

0N aa 減音

<注>D IPスイッチ4は使用しません。

エ場出荷時はすべて"0FF″に設定
されています。

「Q;「1のブラケットは、可倒式になっており、機器搬送時に製品を取付けたまま倒すことができます。 (調整角度:正立・左右45° ・右90°)

<正立状態から右側に90°倒す場合> 〇 〇 〇〇 ブラケット下部のストッパを押し下げながら、ポールを 一ポールを 手前へ引き右に 押し込んで右へ

左へ倒す。 (ロックが外れ、ポール側がフリーになる) ポールー 持つて左へ 、、 富商 S-
〇 ポールを手前へ引き、右へ倒す。 a 約'5 倒 す °落必 経
(水平画から約15°の位●まで) 経 9
〇 ポー レ を 押 し ' み t 一に右へ 'す S e 三 e; し 、 e ;:・L 回 .° ?°° ? 約15。 。 °°
(カチッとロックされるまでしっt1り回す) ? ;● _ 。 。 ?

ー ス ト パ o カチッ
押し下げながら
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お願い ●取付場所は、 次を満たすようにしてくださし
●製品は必ず正立状態で取り付けてください。

撮動が少ないこと ・十分な強度があること ・平らな場所であること

●やむを得ず凹凸のある場所に取り付ける場合で、 かつ防水性能が必要な場合は、 製品と取付面の際間にシー リング処理を施してください。

●lP65が必要な場合、取付け面に各ブラケットを固定する際、ねじもしくはナットの部分および配線穴にシール処理を施してください。([P:l]・「Q ll )
●取付前、 LR4- 1WJの取付ポルトは動きますが、 品質上の問題はありません。 必ず下記取付方法で製品を取り付けてください。

〇製品の取付位置に取付穴・配線穴をあける。
(型式を確認し、適合する取付図または取付寸法図にしたがって
ください)

〇配線穴に配線を通す。
〇ポルト・ナット・ねじなどで製品を固定する。
([l:;l]は市販のねじ・ナットを簡してください)

■「i J 1取付図
(単位:mm )

〇〇
設を通し、
ポールを画定ずる。

W30N・m_
Lアン2ルを使船
なし場ロは、取付,l
( 0 2 2 ̃ 2 3mm )を
あけて取り付けてく
ださい。
、
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M8ねじ・ナットの場合

'M10ねじ・ナットの場合 '

●配線およびヒュー ズの交換をおこなう際は、 必ず非通●状態にしてください。 ショー トする恐れがあります。
●直流・交流および使用電圧を間違えないようご注意ください。発火する恐れがあります。

●点減用美通被(画・[02])、'■遍all1l外の被(信号線・ 共通線)([M 2])には●圧印加しないでください。 故障します。
●「M 2lでは●通被0N/0FFによる点lt表示はおこなわないでください。故障します。

●使用しないリー ド線は外部接点に接続する必要はありません。その際、接続していないリー ド線は、必ず、 1 本ずっ観t処理してくださし
ショー トする恐れがあります。
● リー ド線を引つ張つたリ、本体内部に押し込んだりしないで<ださい。故障します。

お願い ●同色のLEDユニ ツ トを複数使用する場合は、接点容量を[同色LEDユニッ ト数X1段あたりの接点容量]としてくださし
(1本の信号線で同色のLEDユニツトが点灯するため)

●外部機器保護のために、電源側に必ずヒューズを組み込んでください。
●配線を延長する場合は、電圧降下を考慮し、適切なlai ・a程で配線して くださし
部接点容量 電流容量 Vs:耐電圧 IL:海れ電流 Ta;周囲温度

定格電圧 01DC12V 02 DC24V 「Ma AC100̃240V
LEDユニツ ト
(1段あたり)

信号線電流(最大)/i圧 1 0 0 m A / 電 源 電 圧
ls≧100mA Vs≧DC20V(※1)

45mA/電源電圧
l s ≧ 1 0 0  mA Vs≧DC35V
2 5 0  mA/雷源雷1:F

45mA/DC24V
l s ≧ 1 0 0  mA Vs≧DC35V
2 5 0  mA/DC24V

推奨接点容量
信号線電流(最大)/a圧

ブザー

電源

突入電流

250 mA/電源電圧
推奨接点容量
消費認流(最大l

ls> 300mA Vs≧DC20V(※1) l s> 300 mA Vs> DC35V
250mA (※2 )

l s> 300 mA Vs≧DC35V
150mA(※2)500 mA(※2)

推奨接点容量 ls≧700 mA Vs≧DC20 V ls≧500 mA Vs> DC35V 突入電流値以上

なし信号線 LED l なし lブザ一lなし(※1) LED なし lブザ一なし(※3)
●m 0.7A .15ms以下 なし(※4) 25A(Ta=25°C),50A (Ta=50/45°C)(※5),2.0ms以下

接点温れ電流 lL≦0.1mA

※1 一 電源線( )を接続しない場合、信号線に突入電流(0.7A)が流れます
推奨接点容量はls≧700 mA Vs> DC20 V と な り ま す 。

※2- LED5段・ブザ一動作時 ※3一 信号線電流(最大)以下 ※4一 信号線電流(最大)の総和以下
※5一回オフホワイト(PC)仕様:Ta=50°C [ A lオフホワイト(ABS)仕様:Ta=45°C
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l
l 合一 Lーツ  l、-l .1?イ l Li! f 基1 i・'」f lll」?・iい C、1C e い 。  收l1目90?・l L 0 の .'ま 9。
●各ユニツトやポァイのコネクタ部、LEDユニット内部のLEDにはMれないでください。破損する恐れがあります。
●取付け時、各ユニツトは確実にロックしてください。破損する恐れがあります。
●ユニツトのlilj1着は、下記方法でおごなってください。それ以外の方法では、破損する恐れがあります。
取 付 け . ポ ァ イ ユーットに1ユーットずつ取り付けてください。
ilv与l、l , :1S l總'きるユニット 1 l1使精 l . 7 ] 1i1l り0、Ll.7'< t 1 ?t.、.

■取外し

<LED/ブザーユニツトの場合>
a LEDユ二一ト1:

またはブザユー・トf ボディまたはLED
ユニツトを持ちながら一 取j j外高ュ言ットを反
時計方向に回して口ツ

/ li;、警ft、さまに持ち
ポディ
またはLEDユニット

<ポディユニツトの場合>

ttj ポディ直付けプフケット
直付けブラケットを持ちながら
ポディを反時計方向に回して
口ツク解除し、上に持ち上げて

■取付け
<L ーユニツトの場合> <ポディユニツトの場合>

位置決め用マー ク を
合わせてはめごみ、
時計回りに回して
口ツクしてください

i

-

，

位

〈

〈

■

※LEDユニット、 ブ ザ ーユニットの型式構成は、 総合取扱説明二(積・信号灯LR)をご覧<だ
S合規0置>csA.c222No14.EMc指令(EN61000.6.4EN61000.6.2) ・
:KcHKN指令(EN5°5 1j1'FCC Pa''5請P都B、C外SS A( 61000 6 4, 61000 6 2 ) (  L J 以  )・低i国1E指令llEc/EN6o947-s-1,EN624711([lili -W「・1']11・安定化電通を使用しない場合はクフスCC以上のヒューズを使用してく f -さい。  ( ;1l「i11

てください。

([画2] [1iJ]以外)
FCC規制パー ト

<2年間無償修理対応について>

t 製品保証規定 一

トのfy(投一年'、ま1産離1構無機總i,里してて接意a定警
、ます。

1 1康益認算社の製品(以下、「本製品といいます)に関する保証 一
任の取扱いにつし、て定めるものとします。 買

し器 構'とe望灘灘解象器最言議麗
ずるものとします。

?i表11l整意素報保灘?)された日から1年以内(以下、r保証期
9(意下1、rlili2」1 本、構i器.要擬認整整議tt要

E
l0義 製 j熊整し業聽空'本製品の用途または機能を損なぅ変質②本製品が製品仕様書'定ロめられた性能を発海しない場合

l1l證 温に不良が生じた場合(以下、「不良・ロ」といいます)、自
らの裁量によって無償による修理または代替品の提供のいずれかの

2婚機器議舞a報た場合当該措置が'-された本製品の保証
期間は、当初の不良品に関する保証期間と同とします。

っ1灘部,器1義;?議發器難,?第報?黨を 11l
属するものとします。 ・
4同11i1差1i1基提,演盤離1111i蹈にぁ望講驚器義
上の性能を有する製品を提供できるものとし多す。

51iili1離 li1 1il增金1書証2響空iと.し章1i11。リング.キセノン基板
等)

②置送中1lレき擦護)・の保護を目的とした組包材料(製品梱包精・

1 餘i表iif者ら各eのいずれかに動当する場合、不良に関して前条
に定める保証責任を整わないものとtます。
①案言索・塞9器9中に発生した衝撃一第下等の外部的要因により

じま
③本製品の製品仕様書・取扱説明書・取リ扱い上の注意等に違反する
ことにより不良が発生した場合
@本製品が設置または接続された装置 -機器 -車両・船的・建造物、ソ
フトウェア等による外的要因lt起因して不良が発生した場合
〇お客様または第=者が事前に弊社1の承藍を得るごとなく本製品の
分解・改造 -補修・付属品取付等を行つたごとにより不良が発生した
場合 _
C1お客様または第=者の故意または過失によリ不良が発生した場合
〇お客様が第5条第3項の禁止事項に違反した結果、不良が発生し
た場合

1)火 1ii・地重・台国l一差雷等の天災地変または公書・塩害 -静i気・体
電・異常電圧等の外部的要因に起因して不良 j発生した場合

8)本製品の販売時点における科学または技術に関する知見によって
は、弊社が不良を予測することができない場合
〇通常使用に基づく本製品の白然消耗または経年劣化により不良が
発生した場合

ず、不良に起因し
l失利益、事故補
1接続されている
F タ損失および
r 通、操書些をし、し

2.弊社は、本ソフトウ,アの機能を向上させるべく、白らの裁量により本
ソフトゥェアをバージョンアップするしとがでtるものとしまl'弊社
は、ソフトウェアのバージョンアップに起因してお客様に生じた通常損
書、特別損書、機会損失、逸失利益、事故補償、当社製品以外の製品(本
製品と通信回線等により接続されているか否かを問いません)に関す
る損傷、損失、不具合、ァータ損失および不良を修補するための貴用
(人件費、工等、交通費、運送費等をいいますが、しれらに限られませ
ん)のいずれに関しても、切の 目任を負わないものとします。

て

3.お客様は、事前に弊社の承諾を得ることなく、以下の各号の行為を行
ってはならないものとします。
①本ソフトウIアを複製すること _
1'1本ソフトウ・アの改変結合リバ スエンジ アリング・逆コンパイ
ル・逆アセンブル等を行つこと
③本ソフトゥェアを第=者に対して再使用許諾・貸与 -レンタル・転売
すること _
④本ソフトウェアを第=者に送信可能な状態でネットヮ ク上に蓄積
すること _ _

(3本ソフトウiアに付されている着作権表示およびその他の権利表不
を除去するごと

第 .難の能しる製品仕様言 -取扱説明言・カタ口グ等の言ヨ載内容は、
事・Jに予告なしに変更する場合がぁります。
2 .本製品に関する弊社のiiイヨ1は、本規定をもって全てとし、弊社はごれ

第7条(準拠法および管轄裁判所)
本規定は、日本法を準拠法とし、日本法に従つて解釈されるものとしま
;本規定の属行および解釈に関して紛争が生じたときは、大阪地方
裁判所を第審の専属的合意管鏡裁判所とするものとします。

響An TEは、
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